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一
時
沈
静
化
し
た
と
思
わ
れ
た
新
型
ー

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
す
が 、
新

一

種
の
変
異
株
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株）
の
出

一

現
に
よ
り 、
警
戒
の
手
を
緩
め
る
こ
と

一

が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す 。
一

千
葉
市
議
会
と
し
て
も 、
こ
れ
ま
で
と
一

同
様
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
一

対
策
を
万
全
に
し
た
う
え
で 、
令
和
3
-

年
11
月
26
日
命 、
本
年
を
締
め
く
く
る
一

令
和
3
年
第
4
回
定
例
会
が
開
会
い
た
一

し
ま
し
た 。

今
定
例
会
で
の
当
初
議
案
は 、
開
会
一

当
日
採
決
さ
れ
た
議
案
第
1
2
3
号 、
一

専
決
処
分
の
議
案
第
1
2
4
号
及
び
第
一

1
2
5
号
も
含
め 、
補
正
予
算
議
案
4
-

件・
条
例
議
案
7
件・一
般
議
案
8
件
の
一

計
19
件
議
員
提
出
の
発
議
2
件
の
ほ
か 、

一

請
願
が
2
件
捷
出
さ
れ
て
お
り
ま
す 。

一

私
も 、
令
和
元
年
度・
2
年
度
の
2

-

年
間
は
副
議
長
職
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
ー

り 、
一
般
質
問
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
一

が 、
今
年
の
第
2
回
定
例
会
に
退
任
し

一

た
た
め 、
久
し
ぶ
り
に一
般
質
問
を
行
一

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た 。

一

初
日
は 、
議
場
に
お
い
て
議
案
第
一

1
2
3
号
及
び
発
議
第
1
7
号
審
議 、
一

議
案
第
1
2
4
号
か
ら
第
1
4
1

号
及
一

び
発
議
第
16
号
が
上
程
（
提
案
理
由
説
一

明） 、
請
願
第
3
号・
第
4
号
が
委
員
一

会
付
託
さ
れ 、

散
会
後 、
各
会
派
に
分
ー

か
れ
て
の
議
案
研
究
と
な
り
ま
し
た 。

一

12
月
1
日
困
に
は
議
案
質
疑・
常
任
一

委
員
会
付
託 、
翌
2
日
困
に
は
5
常
任
一

委
員
会
に
分
か
れ
て
の
案
件
審
査
を
行

い
ま
し
た 。
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は 、

条
例
の一
部
改
正
や
指
定
管
理
に
関
す

る
も
の
が
多
い
印
象
で
し
た
が 、
市
民

局
の
議
案
第
1
2
6
号一
般
会
計
補
正

予
算
中
所
管
の
「
千
葉
市
民
会
館
再
整

備
事
業
費」
に
つ
い
て
は 、
こ
利
用
さ

れ
る
方
々
に
と
り 、
今
後
も
注
目
さ
れ

る
べ
き
議
案
か
と
思
い
ま
す 。

6
日
囲．
7
日
図
に
は 、
交
渉
会
派

(

5

会
派）
に
よ
る
代
表
質
問 、
8
日

困
か
ら
14
日
図
ま
で
は一
般
質
問
が
行

わ
れ 、
25
名
が
登
壇
い
た
し
ま
し
た 。

ま
た 、
8
日
困
に
は 、
子
育
て
世
帯
等

臨
時
特
別
支
撲
事
業
(
18
歳
以
下
へ
の

5
万
円
先
行
給
付
金）
が
追
加
議
案
と

し
て
上
程
さ
れ 、
こ
の
際
は
全
員
賛
成

で
可
決
い
た
し
ま
し
た 。
そ
の
後 、
国

の
方
針
変
更
及
び
補
正
予
算
の
成
立
を

受
け 、
本
市
で
は
12
月
21
日
図
に
関
連

す
る
補
正
予
算
の
専
決
処
分
を
行
い 、

一
括
10
万
円
の
現
金
給
付
に
変
更
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た 。

叢
終
日
の
15
日
困
は 、
議
案
第

1
2
4
号
S

第
1
4
1

号 、
発
議
第
16

号 、
請
願
第
3
号・
第
4
号
に
つ
い
て

の
委
員
長
報
告・
討
論・
採
決 、
続
い

て
追
加
議
案
審
議
（
人
事
案
件 、
第

1
4
3
号
S

第
1
4
6
号） 、

発
議
審

議
（
議
員
定
数
に
関
す
る
発
議 、
第
18

号•
第
19
号） 、
発
議
審
議
（
決
議）
が

行
わ
れ 、
叢
後
に
市
長
発
言
が
あ
り
閉

会
と
な
り
ま
し
た 。

今
識
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
「
花

見
川
区
の
諸
問
題
に
つ
い
て」
と
し
て 、

「
花
見
川
団
地
と
周
辺
地
域
の
活
性
化

に
つ
い
て」
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た 。

花
見
川
団
地
と
周
辺
地
域
に
お
い
て

は
人
口
が
減
少
し
て
お
り 、

特
に
年
少

人
口
の
減
少
が
著
し
く 、

統
合
さ
れ
た

小
中
学
校
で
も
児
童
•

生
徒
の
人
数
が

減
少
し
て
い
ま
す 。

ま
た 、

団
地
商
店

街
は
店
舗
の
数
が
減
少
し
て
お
り 、

シ

ャ
ッ
タ
ー

通
り
に
な
っ
て
い
る
等
の
課

題
を
取
り
上
げ 、

そ
れ
に
対
し
て
進
め

ら
れ
て
い
る
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

産直プチマルシェ

と
成
果 、

さ
ら
に
今
後
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た 。

10
月
30
日
山
に
開
催
さ
れ
た
花
見
川

花
見
川
区
の
諸
問
題―と

立
憲
民
主
党
千
葉
県
総
支
部
連
合
会
副
幹
事
長
／
都
市
建
設
委
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会
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市
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般
質
問

恒室
園
で

今
定
例
会
で
は 、
「
1 ．

脱
炭
素
に
向

民
間
と
の
連
携
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー

チ

け
た
取
組
に
つ
い
て」「
2 ．

発
達
障
害

型
支
援
に
つ
い
て
ご
提
案
さ
せ
て
い
た

の
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
型
支
援
に
つ
い
て」

だ
き
ま
し
た 。「
3 ．

花
見
川
区
の
諸
問

「
3 ．

花
見
川
区
の
諸
問
題
に
つ
い
て

題
に
つ
い
て
(

1
)

花
見
川
団
地
と
周
辺

(

1
)

花
見
川
団
地
と
周
辺
地
域
の
活
性

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て」
は 、

別
途
項

化
に
つ
い
て」
を
取
り
上
げ 、
一
般
質
問

目
に
お
い
て
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た 。

す
が 、
こ
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

「
l ．

脱
炭
素
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

に
お
い
て 、「
千
葉
市
議
会
ト
ッ
プ
ペ
ー

て」
で
は 、

本
市
の
家
庭
部
門・
産
業
部

ジ」
↓「

議
会
中
継」
↓「

千
葉
市
議
会
映

門
に
お
い
て
の
脱
炭
素
の
取
り
組
み
に

像
配
信」
↓「

録
画
放
映」
↓「

会
議
名
か

つ
い
て
伺
い 、

取
り
組
み
を
強
化
し
て

ら
選
ぶ」
↓「

令
和
3
年
第
4
回
定
例
会」

い
く
旨
の
ご
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た 。

↓「
12
月
8
日
（
水）
本
会
議一
般
質
問」

「
2 ．

発
達
障
害
の
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
型
支

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す 。

援
に
つ
い
て」
で
は 、

本
市
に
お
け
る
発

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

達
障
害
者
支
援
の
現
況
に
つ
い
て
伺
い 、

す
！

起業セミナ ー ワ ー クショップ・プレイスメイキング会場

団
地
商
店
街
振
興
組
合
と
U
R

都
市
機

構
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
「

花
見
川
団
地
マ

ル
シ
ェ」
に
お
い
て
は 、

花
見
川
団
地

商
店
街・
中
央
公
園
を
会
場

と
し
て 、

無
印
良
品
出
張
ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
の
出
店

や
プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
の

実
験
も
行
わ
れ 、

同
時
に
千

葉
市
主
催
の
「
起
業
セ
ミ
ナ

—」
も
開
催
さ
れ 、

ご
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た 。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
が
花
見
川
団
地
の

【
裏
面
へ
続
く】
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だんぎ和彦カヤック体験

【
表
面
よ
り
続
く】

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う 、
今
後
も
地

域
と
行
政 、
U
R
都
市
機
構
と
民
間
事

業
者
が 、
連
携
し
て
取
り
組
み
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す 。

11
月
20
日
田・
21
日
同
に
花
島
公
園

花
島
橋
近
辺
で
開
催
さ
れ
た 、
花
見
川

の
利
活
用
に
係
る
「
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
イ
ベ

ン
ト」
で
は 、
当
日 、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も

出
店
さ
れ 、
親
子
連
れ
を
中
心
に
賑
わ

っ
て
お
り 、
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
に
つ
き
ま

し
て
は
2
日
間
と
も
予
約
で
い
っ
ぱ
い

と
の
こ
と
で
し
た 。
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
か
ら
は 、「
水
面
か
ら
の
風
景
が

全
く
違
っ
て
見
え
て
新
鮮
だ
っ
た」 、「
カ

ャ
ッ
ク
を
常
設
し
て
ほ
し
い」
等
の
感
想

を
い
た
だ
き 、
好
評
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た 。
20
日
田
に
は 、
神
谷
市
長

も
体
験
さ
れ 、
続
い
て
私
も
カ
ヤ
ッ
ク

を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が 、

前
述
の
感
想
に
あ
っ
た
よ
う
に 、
水
面

か
ら
の
風
景
が
素
晴
ら
し
く 、
多
く
の

方
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
し
た 。
花
見
川
流
域
に
は 、
こ
の
他

に
も
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス 、
バ
ー
ド

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
で
き
る
散
策
路
な
ど

も
あ
り 、
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
も

進
ん
で
お
り
ま
す 。

今
後
も 、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
地

域
活
性
化
を
推
進

で
き
れ
ば
と
存
じ

ま
す 。ま

た 、
こ
の
質

問
の
中
で
地
域
の

交
通
政
策
に
も
触

れ 、
バ
ス
路
線
の

整
備
以
外
に
も 、

バ
ス
の
中
型
化・

小
型
化
に
よ
る
路

線
の
細
分
化
や 、

グ
リ
ー

ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
や
自

動
運
転
も
視
野
に

入
れ
た
交
通
政
策

に
つ
い
て
も
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た 。

こ
の
他
に
も 、
医
療・
福
祉・
教
育・

子
育
て
支
援
等
の
整
備
を
目
指
し 、
住

民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見・
ご
要
望
を

い
た
だ
き
な
が
ら 、
訪
れ
て
み
た
い 、

住
ん
で
み
た
い 、
住
み
続
け
た
い
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
地
域
を
構
築
で
き
る

よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す

◇

◇

◇

 

さ
て、
皆

様

の
地
域
に
お
い
て
お
困

り
ご
と
や
ご
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

だ
ん
ぎ
和
彦
は
地
域
の
諸
問
題
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す 。
地
域
の
多
く
の
方
々

が
抱
え
て
い
る
問
諷・
課
題
を
「
花

見

川
区
の
諸
問
題」
と
し
て、
市
議

会

や

レ
ポ
ー

ト
等
に
お
い
て
取
り
上
げ 、
検

討・
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す 。

ぜ
ひ、

こ
一

緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
！

皆

様

か
ら
の
こ
意

見

•
こ
相
談•
お

問
い
合
わ
せ
を
お

待

ち
し
て
お
り
ま
す 。

カヤックからの風景

塑坦し佳を掘り逗＠て
塑堂絆に崩けて

千葉県知事選挙及び千葉市長選挙が同日投開票で行われました。 その
結果、熊谷俊人千葉県知事・神谷俊一千葉市長が誕生いたしました。 こ
れまでは、千葉嗅と千葉市の連携がうまくいっているとは言い難かった
ところですが、熊谷知事は2009年6月から2021年3月まで千葉市長を務
められ、神谷市長は2015年4月から2018年6月まで千葉市副市長として
当時の熊谷市長をサポー トしており、早速連携推進

会

議等も進められて
おりますが、今後も隈市間の連携は大変期

待

できるところです。
本年も、前年に引き続き新型コロナウイルス感染症の拡大により、

様

々なイベントが中止 ・ 延期となりましたが、1年延期
された「束京2020オリンピック ・ パラリンピック」が開催されました。 開催につきましては賛否がありましたが、競技後の
アスリー トの皆さんの晴れ晴れとした表情や涙を

見

ると、無観客での開催ではありましたが、開催できて本当に良かったと
感じたところです。 また、大リー グにおいての大谷翔平選手の超人的活躍も、世界中を席捲いたしました。

今定例

会

の最後に、市長発言でも触れられておりましたが、2021年、本市は100周年を迎え、現在、策定中の次期基本計
画を支柱として次の100年に向けて歩み始めました。新庁舎の建設も着々と進んでおり、次の世代の方々に良いかたちでバ
トンを渡せるよう、2022年も行政 ・ 市民の皆

様

と一体となり、コロナの終息及び経済の復旧を目指し、引き続き本市の発展
に寄与できればと存じます。

予算要望書提出後神谷市長との意見交換

叫I腎屑慟 TEL: 043-258-0958 FAX: 043-286-9312 E-mail: dangi.s@coda.ocn.ne.jp


